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月

十
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日

受
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（
質
問
の 

四
二
）

答

弁

第

四

二

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
労
働
協
約
の
締
結
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
四
二
号 

昭
和
二
十
六
年
一
月
十
一
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
労
働
協
約
の
締
結
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

終
戰
後
の
労
働
協
約
締
結
率 

協
約
被
適
用
組
合
比
率 

昭
和
二
十
二
年
六
月
末 

 
 

 

二
四
・
〇
％
（
海
員
組
合
を
除
く
。
） 

十
二
月
末 

 
 

 

四
六
・
一
％ 

昭
和
二
十
三
年
六
月
末 

 
 

 
六
二
・
八
％ 

昭
和
二
十
四
年
六
月
末 

 
 

 

五
六
・
一
％
（
公
務
員
を
除
く
。
） 

昭
和
二
十
五
年
五
月
末 

 
 

 

三
七
・
二
％
（ 

 

〃 
 

 
 

） 

（
昭
和
二
十
年
、
二
十
一
年
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
信
賴
性
の
あ
る
統
計
が
な
い
。
） 

二 

労
働
協
約
締
結
促
進
の
必
要
性
に
つ
い
て 

労
働
協
約
は
、
労
働
者
が
そ
の
団
結
に
よ
つ
て
自
主
的
に
労
働
條
件
を
向
上
し
、
地
位
を
た
か
め
、
自
ら
の
利
益
を
確 



三 

協
約
締
結
促
進
の
方
法
及
び
結
果
に
つ
い
て 

保
す
る
た
め
、
及
び
労
働
者
と
使
用
者
と
の
自
由
な
合
意
に
よ
り
合
理
的
な
労
働
関
係
を
樹
立
し
、
も
つ
て
生
産
の
向
上

を
も
た
ら
し
、
経
済
の
興
隆
に
寄
與
す
る
た
め
に
、
労
使
関
係
の
基
本
を
な
す
も
の
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。 

し
か
る
に
、
前
項
の
数
字
に
見
る
ご
と
く
労
働
協
約
の
締
結
率
が
最
近
相
当
低
下
し
て
い
る
の
で
、
労
使
に
労
働
協
約

の
必
要
性
の
よ
り
よ
き
認
識
を
促
し
、
協
約
交
渉
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
合
理
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
も
つ
て
労
働

協
約
が
速
や
か
に
自
主
的
に
締
結
さ
れ
る
こ
と
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。 

協
約
締
結
促
進
の
方
法
と
し
て
と
ら
れ
た
の
は
、 

2 

労
使
双
方
に
対
す
る
個
別
指
導 

1 

研
究
会
、
懇
談
会
、
協
議
会
等
の
開
催 

そ
の
他
で
あ
つ
た
。 

こ
れ
ら
の
措
置
を
実
施
す
る
に
当
り
、
労
働
協
約
の
本
質
、
あ
る
い
は
交
渉
上
労
使
間
で
問
題
と
な
つ
て
い
る
事
項 

四 

 



2 

個
別
指
導 

1 
研
究
会
、
懇
談
会
、
協
議
会
の
実
施
状
況 

に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
、
交
渉
の
行
詰
り
の
打
開
に
努
め
た
。 

ロ 

使
用
者
側
の
み
を
対
象
と
せ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

四
一
五
回 

 
 

 

五
、
四
六
〇
人 

イ 

労
働
者
側
の
み
を
対
象
と
せ
る
も
の 
 

 
 

 
 

 
 

九
三
一
回 

 
 

四
六
、
四
七
三
人 

ハ 

労
使
双
方
の
代
表
者
を
集
め
て
開
か
れ
た
る
も
の 

 
 

八
四
五
回 

 
 

三
三
、
〇
九
〇
人 

個
別
指
導
回
数 

 
 

八
、
九
五
二
回
（
一
県
当
平
均
一
九
五
回
弱
） 

合 
 

 
 

 

計 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
一
九
一
回 

 
 

八
五
、
〇
二
三
人 

対
象
と
な
つ
た
使
用
者
数 

 

九
、
六
四
〇
人 

対
象
と
な
つ
た
組
合
数 

 
 

七
、
三
三
二
組
合
（
組
合
員
九
八
五
、
六
七
六
人
） 

（
含
不
明
一
県
） 

参
加
人
員
合
計 五 

 



1 

五
月
な
い
し
八
月
ま
で
の
間
に
締
結
さ
れ
た
労
働
協
約
は
七
六
四
、
被
適
用
單
位
労
働
組
合
数
は
、
一
、
〇
五
一 

3 
そ
の
他
実
施
し
た
具
体
的
方
策 

協
約
締
結
促
進
の
た
め
に
各
都
道
府
県
の
実
情
に
即
し
た
効
果
的
方
法
が
と
ら
れ
た
が
、
各
地
に
共
通
し
た
具
体
的

方
策
と
し
て
は
お
お
む
ね
次
の
ご
と
き
も
の
が
行
わ
れ
た
。 

促
進
運
動
の
結
果
と
し
て
次
の
諸
効
果
が
あ
つ
た
。 

ニ 

協
約
締
結
促
進
集
会
、
婦
人
労
働
教
育
大
会
、
労
働
教
育
映
画
大
会
等
諸
会
合
の
開
催 

ロ 

ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
、
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
、
幻
燈
、
掛
図
、
立
看
板
、
壁
新
聞
等
に
よ
る
宣
伝 

イ 

夏
期
労
働
大
学
、
労
働
学
校
に
お
け
る
労
働
講
座
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
公
報
労
働
機
関
紙
、
広
告
車
等
に
よ
る

宣
伝
指
導
解
説 

等
で
あ
る
。 

ハ 

「
労
働
協
約
集
」
等
各
種
資
料
の
提
供 

六 

 



 

七 

こ
の
中
、
こ
れ
ま
で
無
協
約
で
あ
つ
た
組
合
で
協
約
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
は
、
五
八
三
組
合
で
あ
る
。 

2 
こ
の
措
置
は
、
協
約
の
重
要
性
、
必
要
性
に
対
す
る
認
識
を
高
め
、
協
約
の
締
結
、
改
訂
に
対
す
る
積
極
的
意
欲

を
喚
起
す
る
役
割
を
果
し
た
。 

3 

今
回
の
措
置
は
一
般
的
に
い
つ
て
、
労
使
双
方
特
に
労
働
組
合
か
ら
賛
意
を
も
つ
て
迎
え
ら
れ
、
労
使
双
方
の
好

意
的
協
力
の
う
ち
に
実
施
さ
れ
た
。 

四 

今
後
の
方
策
に
つ
い
て 

合
理
的
労
働
協
約
の
締
結
と
そ
の
運
用
は
、
健
全
な
労
使
関
係
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
促
進
、
助

長
は
今
後
引
き
続
き
労
政
行
政
上
の
最
重
要
課
題
の
一
と
し
て
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
い
つ
ま
で
と
い
う
期

間
を
切
る
こ
と
な
く
、
随
時
適
切
な
方
法
を
と
り
つ
つ
続
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




